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できる できない すべき 
すべきで
はない 
A 25 14 14 26 
B 38 3 5 36 
C 12 29 15 26 
計 75 46 34 88 
－ 14 －


































































































 登録 不登録 
A 5 36 
B 4 37 
C 9 32 



























































































 推進派 反対派 
A 28 13 
B 24 16 
C 18 22 





















































































































































































































































































































































 【日本史Ａ １学期期末考査問題（一部抜粋）】 

































 【日本史Ａ ２学期映像視聴用ワークシート】 
 
高２日本史Ａ No.21 ワークシート 
 
◇映像メモ 
・研究機関はいつ何の目的で組織されたか。また、研
究施設はどこにあり、どのような設備をもっていた
か。 
 
 
 
 
 
・研究機関にはどこからどのような研究者たちが「技
師」として派遣されたか。また、派遣にはどのよう
な人物が関わっていたか。 
 
 
 
 
 
・研究機関の最高責任者の名前は？ 
 
 
 
・研究施設ではどのような実験が行われていたか？「実
験材料」と具体的な実験内容の具体例を複数挙げよ
う。 
 
 
 
 
 
・映像で紹介されていたのはいつどこで行われた裁判
の記録か？ 
 
 
 
・研究機関に関与した人物は戦後どうなったか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ．日本学術会議が2012年11月30日に発表した「科
学・技術のデュアルユース問題に関する検討報告」
の冒頭には次のような文章がある。 
 「科学・技術の発展は、様々な面で我々の生活に恩恵
をもたらし、その福祉の向上に寄与するものである
が、いったんそれが悪用されたり、誤用されたりし
た場合には、我々の生活を害し、社会の安全を損な
うものとなってしまう。つまり、科学・技術は、そ
れを用いる者の意図によっては両義性を持つものと
いえる。科学・技術に関するデュアルユース問題は、
あらゆる科学・技術に共通の課題であるが、最近で
は生命科学分野におけるデュアルユース問題が国際
的にも課題となっており、生物兵器禁止条約の下で
取組みが行われている。」 
 
 本日の資料や映像を参考に、ある時代状況下におけ
る一科学者としての研究活動と倫理および社会的責任
との関係について考えたことを書こう。 
 
 
 
 
  
－ 23 －
